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音刺激がス トレス 回復に及ぼす影響

　　一
心音 とホ ワイ トノイズ の 比較一

宮 城　 　舜 ・鷲塚 愛 ・田井村明博

EFFECT 　OF 　THE 　SOUND 　ON 　RECOVERY 　FROM 　MENTAL 　STRESS
　 − COMPARISON 　OF 　WHITE 　NOISE 　AND 　HEART 　SOUND 一

Shun　MIYAGI ，
　Ai　WASHIZUKA ，　Akihiro　TAIMURA

Abstract

　　This　study 　examined 　the　effect 　ef　listening　to　heart　sound 　after 　stress 　on 　 recovery 　period．　Six　healthy　male

un 量versity 　students 　gave　their　consent 　to　partic正pate　in　the　measurement ．　The　 measurement 　consisted 　of　three　dif−

ferent　sessions ： （1）5−min 　quiet　baseline　peried，（2＞15−min 　stress 　period　by　mental 　arithmetic 　task，（3）10−min

stress 　period　during　exposure 　to　heart　sound 　or　white 　noise ．　There 　was 　no 　statistical　dif〔erence 　in　any 　measured

parameters 　between　heart　sound 　and 　white 　noise 　during　recovery 　period．　However 　heart　sound 　tended 　to　be　more

positive　than　white 　noise 　for　recovery 　after 　stress ．　 The　order 　effect 　was 　observed 　only 　in　the　skin 　temperature

during　stress　period．
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1．緒 　 　言

　厚生 労働省の 平 成 22年 国民 生 活 基礎 調 査 で は 46．5％

の 人が悩 み や ス トレ ス が ある と回答 して い る o 。さ ら

に 、平 成 14年 に 厚 生労働 省 に よ り 「VDT （Visual

Display　Terminals）作 業 に お け る 労働 衛 生管理 の た め

の ガ イ ドラ イ ン 」が 発 表 さ れ た に もか か わ らず、平成

20年の 技術革新 と労働 に関 す る 実 態 調 査 で は、VDT

作業 者 の 約 34．6％ が 精神的 ス ト レ ス を 感 じて お り

68．6％ が 身体 的 な疲労や 症状を感 じ て い る と回 答 して

い る Z＞。こ れ ら の デ
ータが 示 す よ うに、「現 代 の 目本

は ス ト レス 社 会」 と言 われ て い る。軽 度 の ス トレ ス は

解消 され れ ば 生 体 に 良い 影響を与 え る場合 もあ る もの

の 、過 剰 な ス トレ ス や 長 い ス ト レ ス 状 態 は PTSD の

発症や免疫力の 低 下 など精神的、肉体的 と もに 悪影響

を与 え る こ とが 知 られ て お り 3）、リラ ク ゼ ーシ ョ ン 効

果 及 び ス トレ ス 軽減 ・回復効果を研究す る こ とは人 問

生 活 の 改善 ・向上 に 資す る と 考え られ る。

　 ス トレ ス 後 の 回復 を促す 方法 と して睡 眠や 入 浴、ア

長崎 大学 大学 院　水産 ・環境 科学 総 合研 究科

Graduate　School　Of　Fisheries　Science　and 　Environmental
Studies，　Nagasalei　Universdy

ロ マ セ ラ ピーな ど様 々 で あ る が、その 中 の
一

つ と して

音楽 の 聴取が 挙げ られ る。音楽が リ ラ ク ゼー
シ ョ ン 効

果 を もた らす 要 因 と し て は、個人 の 嗜妊 をは じ め、音

楽の 種 類、音、声 な ど様 々 で あ る。テ ン ポ も重要 な要

因だ と考え られ て お り、水野 らは ス トレ ス 負荷後 に 聴

取する音楽の 拍子 の 違 い が 精神 ス トレ ス か らの 回復 に

好影響 を与 え る こ とを 報告 して い る
4）

a また、L．ソー

ク に よ っ て 幼児 に 対 して 母 親の 心音 は リ ラ ッ ク ス 効果

が あ る と報告 され て お り
5｝、近 年で は、妊娠 時 に母 親

の 心音 を録音する サービス も行わ れ て い る。成 人 に 対

して も、心拍数に 近 い テ ン ポ は リ ラ ク ゼ
ー

シ ョ ン 効果

が 期待 されて お り、堀 田 ら は、固定 さ れた テ ン ポ の 音

楽や テ ン ポ が ラ ン ダ ム に 変化する 音楽 と比 較 して、被

験 者 の 心 拍 数 に応 じた テ ン ポ に よる 音楽の 聴取 が副 交

感神経 を優位な状態 に もた らす こ と を報告 し て い

る 6｝。さ らに、高井 に よ っ て 、安静時に心音を傾聴す

る こ とは、統 制 条件 や メ トロ ノ
ーム 傾 聴時 よ り も交 感

神経活動 を 抑制 させ る こ と が 明 ら か に な っ た
7 ）。

　 しか し、ス トレ ス 負荷後 に心音 を用 い て ス トレ ス 回

復 効果 を検 討 した実 験 は ほ とん ど見 られ ない 。本 研 究

で は、ス トレス 負荷後 に音刺激 と して 心音お よび対象

と して ホ ワ イ トノ イ ズ を聴取 させ 生 理 ・心 理 反応 を比

較 す る こ とで 、心 音 の 聴 取が ス トレ ス 回復 に どの よ う
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な 影響 を与 え る か を検 証す る こ とを 目的とす る、、 ら得 られ たホ ワ イ トノ イ ズ を使川 した （Fig．1＞。

2 ，実験方法

2．1 被 験者

　実 験 前 に口頭 及 び書面 で 実験の 説明を行い 、 同意書

に て 承諾を得た健康な男子 大学生 6 名 （年齢 20，8 ± 0．8

歳）を対 象と した。被 験者 に は、実験前 日の 激 しい 運 動、

飲 酒 を禁止 し、実験 当 日は カ フ ェ イ ン の 含 まれ る飲 み

物 を控 え て も らい 実験 開始 2 時間前 は絶飲食状態 と し

た。被験者 は実験時、T シ ャ ッ 、短パ ン を着用 させ た 、，

2，2　 環境 条 件

　実験 は、7 月 ヒ旬 か ら 8 月 ド旬 に温度25℃、湿度

50％rh に 設定 した 人工 気象室内で 実施 した 。 ス トレ ス

負荷 を教 室 や 事務 所 な どで の VDT 作業 と想定 し、人

工 気 象室 内 の 照 度は、JIS照 度 基 準 を 元 に 、事務 所 の

推奨 照 度で あ る 5001xと し、音 刺 激 の 音量 は、静 か な

事務 所 と想 定 し A 特性音圧 レベ ル 50dB と した 。

2．4　 分 析 方 法

　指皮膚温及 び 指皮膚血 流量 は、5 秒毎の デ ータ をパ ー

ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ーターに取 り込 み、1 分 問 の 平均値 を

求め た 、 心拍変動 は、心電図データ をパ ーソ ナ ル コ ン

ピ ュ
ー

タ
ー

に 取 り込 み 算出 し た、HF （High　Frequency）、

LF 〆HF （Low 　FrequenCy／　High　Frequency）及 び心 拍 数 を

2 秒毎 に 記録 し 1 分間の 平均値 を求め た 。
セ ッ シ ョ ン

が 変 わ る こ とに よ る 変化を最小限にする ため に、安静

5分 間、ス トレ ス 負荷 最 後 の 5分 間、回復 期 最 後 の 5

分 間そ れ ぞ れ の 平均値及び標準偏差 を条件別 に 求め た 。

ま た、安 静 5分 間の
’F均 値 を 100％ と し、ス トレ ス 負

荷最後の 5 分問、回復期最後の 5分間それ ぞれ の 平均

変 化 量 及 び標 準偏 差 を条 件 別 に示 した。ア ミラ
ーゼ は、

実験開始直前、ス トレ ス 負荷白：後、回復期終了直後 で

そ れぞ れ 平均 値 を求 め た、、条件 問及 び セ ッ シ ョ ン 問 の

比 較 に は 符号 検 定 （ノ ン パ ラ メ トリ ッ ク ） を用 い 、統

計的有意水準は 5 ％未満 （P 〈 0．05） と した。

2．3　 実験 手 順

　人 工 気象室の 環境 に 慣 れ て も らう た め に 実験 開始 30

分 以 上前 に被 験 者 を人 工気 象室 に 入 室 させ た。入 室 後、

各種測定部位 に 血 流計 プ ロ
ー

ブ、サ
ー

ミ ス タ ーセ ン

サ
ー、心電 図計測 用 電 極 を装 着 し、POMS （Profile　of

Mood　States） 短 縮 版 の 測 定、ス トレ ス 負荷課題の 練

習 を行っ た。人 工 気象 室 入 室30分 経 過 後、各 測 定 値 の

安 定 を確 認 し実験 を開始 した。実 験 開 始 後、5 分 間の

安静、ス トレ ス 負荷 と して 時問制 限の あ る 暗算課 題 を

15分 間、閉眼 状 態 で 心 音 また は ホ ワ イ トノ イ ズ を10分

間聴取 させ、最後 に 再度 POMS 短縮版の 測定 と音刺

激 の 評 定 と して 、音 刺激 聴 取 時の 自身に 関す る ア ン ケ
ー

トの 記 入 を求 め 、実 験 を終 ∫と した。実験 は、最 後 の

回復期 に 心 音 （Heart　Sound；以 下 HS 条件 と略す）ま

た はホ ワイ トノ イズ （White　Noise；以下 WN 条件 と略す ）

を聴取 させ る 2 条件 で、被験者は各条件 1 回ずつ 計 2

回実 施 した。実験 は、体 温 の 慨 日リ ズ ム を考 慮 し 1 週

間以 内 の 異 な る 日 の ほ ぼ 同 じ時 間帯 に 行 っ た。ま た、

ク ロ ス オ
ーバ ー

比 較対照 実験 と して、2 条件 を順 不 同

で 実施 した 。 指皮膚温、指皮 膚 血 流、心 電 図 は 実験 中、

連 続 的 に測 定 した。ス トレス 指 標 と して 用 い られ て い

る 唾液 中 の α一ア ミ ラ
ー

ゼ 濃度 を実 験 開始 直前、ス ト

レ ス 負荷 直 後、回復期 終 r直後 の 計 3 回 計測 した。今

回の 実験 の ス トレス 課題 は、パ ソ コ ン 用 フ リー
ソ フ ト

「暗算の 特訓」（Copyright（c）2011　Vector　lnc．　All　rights

Reserved ） を使用 した。心音は、実際 に録音 さ れた 心

音 の サ ン プ ル （株 式 会 社 Heart　Best ） を使 用 し、ホ ワ

イ ト ノ イ ズ は 効果音源 （http；〃 koukaongen．com ／） か

3 ．結　　果

3．1 生理 指標

（1）皮膚温

　HS 条件 にお ける皮膚温 の 平均値 は、安静時35．15±

0．64℃ 、ス トレ ス 負荷時34．72± 0，7ユ℃、回復時34．95±

0．57℃ で あ っ た。WN 条作 に お け る 皮 膚 温 の 平 均 値 は、

安静時35．30 ± 0．34℃、ス ト レ ス 負荷 時 34．79 ± 0．47℃、

回 復 時35．09± O．44℃ で あ っ た。

　平均変化量 は 、HS 条件 で ス ト レ ス 負荷時98．78 ±

1，42％、回復時99．46 ± 0．48％ で あ っ た。WN 条件で は、

ス トレ ス 負 荷 時 98．56 ± 1．36％、回復 時 99．41± 1．61％ で

あ っ た。

　ス トレ ス 負荷時、同復期 と もに HS 条件が 高値 を し

め して い る もの の 、条件 問に有意 差 は認め られ なか っ

た （Fig，2）ロ

一

実験準備

（30min）

安静

（5min）

ストレス 負荷

（15min）

回復期

（10min）

愈↑
ぐ一一レ ：指皮膚温、指皮膚血流量、HRV

倉

書・・
一

ア・ラ
ー讎 愈、P。・・贓 含・刺激・評・

Fig．1　Experimental 　protocol．
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〔2）皮膚血 流量

　HS 条件 にお け る 血 流量の 平均値 は、安静時 112．18

± 63．15mV 、ス トレ ス 負 荷 時 100．39 ± 64．16mV 、回復 時

106．11 ± 59．47mV で あ っ た 。　WN 条件 に お け る 血 流 量

の 平 均 値 は、安静 時 133．98± 88．47mV、ス ト レ ス 負荷

時139．73± 91．40mV 、 回復時134．80 ± 88．OlmV で あ っ た 。

　平 均 変 化 量 は、HS 条件 で ス トレ ス 負荷時 87．59 ±

11．53％、回復時93．70± 7．29％ で あっ た 。 WN 条件 で は

ス トレ ス 負荷 時104．05± 5．62％、回復時 104．38± 13．32％

で あ っ た 。 ス トレ ス 負荷時、回復期 と もに HS 条件が

低 値 を示 して い る。ス トレ ス 負荷 時 の 条件 間に 有意差

が 認 め ら れ た （Fig．3）。

（3）心拍数

　HS 条件 に お け る心拍数 の 平均 は、安静時72．31 ±

8．lbpm、 ス ト レ ス 負 荷時77．14 ± 7．63bpm、回復 時

72．38± 8．72bpmで あ っ た。　 WN 条 件 に お け る心拍 数 の

平 均 は、安 静 時 374．39 ± 6．57bpm 、ス トレ ス 負 荷時

78．54± 6．49bpm、回復時 73．11± 8．16bpmで あ っ た。

　 平均 変 化 量 は、HS 条 件 で ス トレス 負荷時 106．98　±

6．23％、回復時100．26± 7．65％ で あっ た 。 WN 条件で は、

平 均 変 化 量 及 は ス トレ ス 負荷 時 105．76　±　4．07％、囘復

時 98．16± 3．76％ で あ っ た 。 両 条件 と もス トレ ス 負荷

時 に 上 昇 し、回復期に 低下 して い たが、条件問に有意

差 は認 め られ なか っ た （Fig．4）。

（4）HF

　HS 条件 に お ける HF の 平均値 は、安静時679．09±

595．97ms2／Hz、ス トレ ス 負荷時654．64± 591．36ms2／Hz、

回復時769，86 ± 826，78ms2〆Hz で あ っ た。　WN 条件 に お

け る HF の 平均値 は、安静時912．99± 731．26ms2／Hz、ス

トレ ス 負荷時440．79 ± 309．13ms2／Hz、回復時761．89 ±

663．92ms2〆Hz で あ っ た。

　平均変化量 は 、HS 条件 で ス ト レ ス 負 荷時 104．00 ±

45，97％、回復時 ll5．57± 83．Ol％ で あ っ た 。　 WN 条 件で

は、平均変化量 及 は ス トレ ス 負荷時61．65 ± 40．26％、

回復時 81．93± 23．20％ で あ っ た 。 ス トレ ス 負荷時及 び

回復期 ともに、HS 条件が WN 条件よ り高値を示 したが、

条件 間 に有 意差 は認 め られ な か っ た （Fig．5）。

（5）LF／HF

　HS 条件 にお け る LF ／HF の 平均値 は、安静時2．84 ±

1．32、ス トレ ス 負荷時3．38± 1．87、回復時2．64± 1．61で

あ っ た。WN 条 件 にお け る LF 〆HF の 平 均 値 は、安 静

Fig．2Changes 　in　the 　finger　temperature 　of 　the　stress

　 　 and 　recovery 　based　on 　the　rest ．
Fig．4Changes 　in　the 　heart 　rate 　of　the　stress 　and

　　 recovery 　based 　on 　the　rest ．

Fig．3Changes　in　the　finger　blood　flow　of　the　stress

　　 and 　recovery 　based　on　the　rest．＊ ；P ＜ 0．05
Fig．5Changes 　in　the 　HF 　of 　the　stress 　and 　recovery

　 　 based　on 　the　rest ．
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時 L45 ± 059 、ス トレ ス 負荷時2，90 ± 1，21、回 復時1．32

± 0，58で あ っ た 。

　平 均 変 化 量 は、HS 条件 で ス ト レ ス 負荷時 ll9．68 土

28．10％、回復時87，62± 2L69％ で あ っ た、，　WN 条件 で は、
〜F均変化量及 はス トレ ス 負荷峙217．35 士 94，51％、Ivl復

時93．33± 32．80％ で あ っ た。ス トレ ス 負荷 時、回 復期

ともに WN 条件が HS 条件 と比 較 し高い 値を示 し て い る。

条件 に よ る変 化 量 の 差 の 検 定 を 行 っ た 結 果、ス ト レ ス

負荷時 に条件問に 有意 差 が認め られ た （Fig，6）。

（6）α
一ア ミラーゼ濃 度 の 推 移

　HS 条件 に お け る α
一

ア ミ ラ
ー

ゼ 濃 度 の 平均 値 は、

実 験 前 21．47 ± 7，70KIU ／L、ス ト レ ス 負 荷 後 33，10 ±

21．58KIUfL、安静 終 了 時27．24± 14．31KIU〆L で あ っ た 。

WN 条 件に お ける a
一

ア ミラ
ーゼ濃 度の 平均 値は、実

験 前 1．762 ± 6．51KIUfL 、 ス ト レ ス 負荷 後 30，80 ±

11．25KIU〆L、安 静 終 r時20．36± 14．58KIU，，L で あ っ た ．

　 条件 問及 び セ ッ シ ョ ン 問 に お け る 平均 値の 差 の 検定

を行っ た結 果、条件間 及 び セ ッ シ ョ ン 聞 と もに 有 意差

は 認め られ なか っ た 。

3．2 心理 指標

〔1） POMS 短 縮 版

　実 験 後 の POMS 短 縮 版 の 得 点 よ り実 験 開始 の 得 点

を引 い た 結果、HS 条件 に お い て 、抑うつ 0．0 ± 0，0、

活気 2．0 ± 4．1、怒 り0．0 ± 0．0、疲労 一1．6 ± 3．8、緊張0．2

± 0．4、混 乱0．8 ± 08 で あ っ た。WN 条 件で は、抑 うつ 0．2

± O．4、活気 O．6 土 4．5、怒 り0．2 ± 0．4、疲労 一1．2 ± 1．5、

緊張 0．8± 1．3、混乱 1．0± 3．5で あ っ た、，各項 冖に お い て 、

正 の 値が 減少、0 が 変化な し、負の 値 が増加 を示 して

い る v 「疲労」 の 項 冖で の み実験 後 に か け て 増 加 して

お り、そ の ほ か の 項 目で は、変 わ らな い また は 減 少 し

て い る 。

　条件 にお け る平均 値の 差 の 検 定 を行 っ た結 果、すべ

て の 項 目 に お い て 、 有意差 は 認め ら れ なか っ た 。

（2）音刺激聴取時の被験者 自身に 関する ア ンケ
ート

　全て の 項 日に お い て HS 条件が 肯定的 な結果 とな っ

た。条件 に よ る 平均 f直の 差 の 検 定 を行 っ た結 果、「安

心 一不 安 」 「眠 くな る 一目が 冴 え る 」 「心地 良い 一心 地

悪い 」の 3 項目に お い て、有意差 が認め られた （Fig，7）、

4 ．考 　 　察

　実験条件別の 1
一
ス トレ ス 負 荷 時 一同復 期 」 にお け る

’
ド均値 の 推移で は 、全て の 項 目で 有意差は 認め られ な

か っ た tt 変 化 量 の 差 の 検定 の 結 果 に お い て も、全て の

項 目で 回復 期 の 条件 間及 び 、条件 ご との セ ッ シ ョ ン 間

に 有意 差 が 見 られ な か っ た。こ の 結 果 よ り、本 実験 に

お い て心 音、ホ ワ イ トノ イズ に よ る ス トレ ス 回 復効果

の 生 理 的 な 差 は な か っ た と考 え られ る。なお、Jesper
ら は 音が 副交感神経 よ りも交感神経の 方に強い 影響 を

及 ぼ して い る の で は な い か と い う推 測 を して い る
s 〕

。

今1口k 交 感 神 経 の 指 標 で あ る LFfHF で も有 意差 が 認

め られ なか っ た こ とか ら も、心 音及 び ホ ワ イ トノ イ ズ

が ス トレス 回 復効果 に 及ぼ す生 理 的な 影響 は少な い と

考 え られ る。

　心 理 指標 と し て、気分や 感情 の 変 化を測 定 す る た め

に POMS 短 縮 版 を、音刺 激 の 評 定 と し て 音刺激聴取

時 の 自身 に関 す る ア ン ケートを行 っ た 。 POMS 短縮版

は、すべ て の 項 目に お い て 、条件に お け る有 意 差 は 認

め られ なか っ た。POMS は本来、1 週間の 気分状態 の

変化 を測 定 す る 指 標 で あ る ため、比較 的短 時 間 で あ る

実験 の 前後の 測定で は 影響が 少 なか っ た こ とが 考え ら

れ る。…方 で 、ア ン ケートで は、全 て の 項 目で 心幵 の

方が 肯定的な 結果 とな り、中 で も 「安 心 一
不安 」 「眠

くな る
一

目が 冴 える 」「心地良 い
一
心地悪 い 」 の 3 項

目 に お い て 、条 件 問 で 有 意 差 が 認 め ら れ た （Fig．7）。

こ の こ とか ら、気分や 感情 の 変 化を促進 させ る まで は

い か ない が、心 音 の 方 が ホ ワ イ トノ イ ズ と 比 較 し、よ

りリ ラ ッ ク ス 状 態 に 導 く ロ∫能 性 が示 唆 された。こ の 結

Fig．6Changes 　in　the　 LF／HF 　of 　the　stress 　and

　　 recovery 　based　on 　the　rest ．＊ ；P く 0．05
Fig．7SD 　Profile　of 　Feeling　whiie 　listening　to　sound ．
　 　 　 ＊ ；P ＜ 0．05
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宮城 　　舜 他 ：音 刺 激が ス トレ ス 回復 に 及 ぼ す影 響

果 は 河合らの リラ ク ゼ
ー

シ ョ ン 効果が示唆 され る まで

は い か な い もの の 心 音が 肯定的 な印象で 気持ちを落ち

着 か せ る 効 果 が ある とい う報告 を 支持す る もの で あ

る 9〕。しか し、武 仲 らは、実 験 前 の 心拍 数 と 同 じ テ ン

ポ、心拍数 よ り60％ 遅い テ ン ポ、心拍数 よ り60％ 速

い テ ン ポ を比 較 した結 果、心 拍 数 と同 じテ ン ポ が心拍

数 よ り60％ 速 い テ ン ポ と比 較 し HFftotalで 有意 に 低

く LF ／HF が 有 意 に 高か っ た と報 告 して い る 10］。ま た、

高井 も安静時に 心 拍音 を傾聴す る こ とは、安静状 態 や

メ トロ ノーム 傾 聴時 よ りも交感神経活動を抑制 させ る

こ と を報告 して い る こ とか ら 7）、心 音 の 生 理 的 リ ラ ク

ゼ
ー

シ ョ ン 効 果 の 可 能 性 は 大 きい 。本 実験 で は、被験

者の 安静時の 心 拍 数 は考慮 せず録 音 され た他 人 の 心音

（60bpm）を使 用 して 実 験 を行 っ た が、心 音 は人 に よ

り異 な る た め 被験者自身の 心音や 心 拍数 に応 じた音刺

激を用 い て 比 較検討す る必要が ある と考え られ る。さ

ら に、武 仲 らは音 楽 の 嗜 好 との 関連 につ い て も検 討 し

て お り、覚醒的音楽 を好む グ ル
ー

プ で は、速い テ ンポ

で 「楽」「好 き」「リラ ッ ク ス す る」な どの 得点 が 高 く、

そ れ に対 し、鎮静的な音楽を好 む グ ル
ー

プで は、「疲

れ る 」「緊張す る 」 な どの 自覚が 見 られ た と報 告 して

い る こ とか ら10〕、音 を使用 した ス トレ ス 回復効果 に お

い て も、音楽の 嗜好 に よる 影響が 大 きい と考え られ る。

今後 は、音楽の 嗜好も含め た ス トレ ス 回復効果の 検討

が 必 要 で あ る。

　実験条件別 の 平均変化量 に お い て 回復期は 全 て の 項

目で 有意 差 は なか っ たが、ス トレ ス 負荷時に皮 膚 血 流

量、LF ／HF で 心 音 と ホ ワ イ トノ イズ の 問に 有意差 が

認 め られ た （Fig．3，6）。 実験 プ ロ トコ ル は 回復時 に聴

取 す る音 の み 異 な る た め、ス トレ ス 負荷 時 の 有 意差 は

ス ト レ ス 負荷試験に 慣 れ が 生 じ て い た 可 能性が 考え ら

れ る。そ こで 順 序 効 果 の 検討 を 行 っ た。条件に 関係 な

く、被験 者が 1回 目に行 っ た実験 の 実験 結果 をグ ル ー

プ A （1st　time ＞、 2 回 目に 行 っ た実験の 実験結果を グ

ル ープ B （2nd　time） と した。安 静 5 分 間 の 平 均 値 を

100％ と し、ス ト レ ス 負荷最後の 5 分 間、回 復期 最後

の 5分 間そ れぞ れの 平 均 変化 量及 び標 準偏 差 を、グル ー

プ別 に 求め た。結果、皮 膚温 の グ ル ープ A に お け る、

平均変化量 は ス トレ ス 負荷時 98．25U ．47％ 、 回 復時

99．11± 1．52％ で あ っ た 。 グル ープ B にお け る、平 均

変 化量 及は ス トレス 負荷時99．55± 0．52％、回 復時99．67

± 0．43％ で あ っ た。ス トレ ス 負荷 時、回復 期 と もに グ

ル ープ B が 高 値 を示 して お り、ス トレ ス 負 荷 時 に お

い て 有意差が 認め ら れ た 。 実験後の ア ン ケ
ート結果よ

り、全て の 被験者が、実験者の 存在、実験環境、実 験

中 の 安静 で は ス トレス を感 じなか っ た と回 答 し て い る

事か ら、有意差は 順序効果 に よ る もの で あ る と考え ら

れ る。しか し、血 流 量、心 拍数、HF 、　 LF ／HF で は有

意差 が 見 られ なか っ た。ま た、実験後 の ア ン ケ
ー

トの

結果 よ り、全て の 被験者が 両条件 と もス トレス 課 題 （暗

算 課 題 ） に 対
．
して ス トレ ス を感 じ た と 回答 して い る。

こ の 事か ら、ス ト レス 課題 に 対す る慣 れ は少 なか らず

あ っ た もの の 、ス トレス 負荷 レベ ル に 与える 影響は 小

さか っ た と考え られ る 。 本実験で は、大塚 らの 実 験 を

元 に ス トレ ス 課 題 を決 定 したが、ス トレ ス 負荷 レベ ル

を上 げる ため ス トレス 課題 の 時 間 を 5 分 か ら15分 に 変

更 し実 験 を行 っ た Ll）。ス トレ ス 課 題 の 時 間 を長 くし た

こ とが ス トレ ス 課題 に 慣れ が生 じた 原因の
一つ だ と考

え られ る。しか し、ス トレ ス 課題 の 時間 が短 か っ た 場

合、前の セ ッ シ ョ ンの 影響 も考 え られ る た め 、ス トレ

ス 課題 、実験 プ ロ トコ ル につ い て も検 討 が 必妥 で あ る。
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